
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1002 

令和 5年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 
美術Ⅱ 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高校美術２」 （日本文教出版） 

副教材等 書籍はなし （材料は購入あり・授業選択者にお知らせします） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・感じ取ったことから考える「絵画・立体・版画」、目的や機能から考える「デザイン」、感じ取っ

たこと、目的や機能を通して考えを深める「鑑賞」の分野について学習します。 

・まず手を動かし挑戦してみることで、自分なりのアイデア、感じ方、見方、表現を深めていきまし 

ょう。 

・さまざまな作品に触れ、技法や表現形式の特性を知ることを大切にします。線、形体、色彩などの

要素を自分なりに工夫しながら作品に取り入れていきます。 

・お互いの作品を鑑賞しあい、作者の思いや表現に触れることで、他者の理解を深めましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

美術 Iをもとに、より幅広い創造活動を通じて美的体験を豊かにし、美術を愛好する心情を

育てるとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす。  

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。  

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。  

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身につけ、意図

に応じて、表現方法を

工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

アイディアスケッチ 

鑑賞活動やグループ 

ワークの様子 

アイディアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

レポート 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

レポート 

鑑賞活動やグループ 

ワークの様子 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



 

※令和３年度以前入学生用 

１
学
期 

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
か
ら
水
彩
へ 

【絵画】 

◆静物、校内風景などのモチ

ーフを自分で選び、線によっ

て表現する。 

◆鉛筆、ペン、コンテと描画

材を変え、さまざまなテクニッ

クでそれぞれのモチーフを表

現する。 

◆水彩絵具で植物を描く。再

現でなくどう「表現」するか、も

のの見方、感じ方を考えて制

作する。  

○ ○ ○ ○ a: 主題を見つけ追求すること

ができるか。 

b: 色や形、線といった造形要

素が及ぼす効果を理解し発想

や構想を練ることができるか。 

c: 意図に応じて表現方法を創

意工夫しているか。 

d: 見通しを持って制作に取り

組み、時間の中で作をより良く

しようとする意欲があるか。 

 

作品 

ワークシート 

アイディアス

ケッチ 

学習の様子 

 

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト 

【版画】 

◆間接表現である版画の特

性を理解し、自分のテーマを

効果的に表現する。 

◆線の密度による表現を理解

し、制作に生かす。 

◆彫りから腐蝕、刷りに至る、

凹版画の手順を理解し、自分

の作品を美しく仕上げる。 

◆完成作品を展示し、お互い

の作品を鑑賞する。 

○ ○ ○ ○ a: 主題を生み出し、表現を追

求することができるか。 

b: 線やインクのにじみなどの

造形要素が及ぼす効果を理解

し、発想や構想を深めている

か。 

c: 意図に応じて表現方法を創

意工夫し、制作の順序などを総

合的に考えながら表現してい

るか。 

d: 見通しを持って制作に取り

組み、時間の中で作をより良く

しようとする意欲があるか。 

 

作品 

ワークシート 

アイディアス

ケッチ 

学習の様子 

 

２
学
期 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
画 

【デザイン】 

◆伝えたいものや、表現した

いものから、形、色などを創意

工夫し、服のデザインを考え

る。 

◆完成作品は、ファッションデ

ザイン画コンクールに応募す

る、または校内展示で、第三

者の目に触れる機会を設定

する。 

○ ○ ○ ○ a: 与えられた条件の中で、自

分なりの主題を生み出し、表

現を追求することができる

か。 

b:色彩や形の性質、それらが人

の感情にもたらす効果などの

造形的な特徴をもとに、全体の

イメージで発想や構想を深め

ているか。 

c: 意図に応じて表現方法を創

意工夫し、制作の順序などを総

合的に考えながら表現してい

るか。 

d: 見通しを持って制作に取り

組み、時間の中で作をより良く

しようとする意欲があるか。 

 

作品 

ワークシート 

アイディアス

ケッチ 

学習の様子 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

日
本
画
・琳
派 

【絵画・鑑賞】 

◆教科書に掲載された作品

の鑑賞を通して、日本美術の

特徴について理解を深める。 

◆日本画の画材に触れ、墨

の濃淡や箔の効果を理解し、

効果的な表現の構想を練る。 

◆箔貼りなど、伝統的な制作

手法に触れる。 

 

○ ○ ○ ○ a: 日本画の表現方法の特性を

生かして主題を生み出し、表

現を追求することができる

か。 

b: 墨や箔などの画材が及ぼす

効果を理解し、発想や構想を深

めているか。 

c: 意図に応じて表現方法を創

意工夫し、制作の順序などを総

合的に考えながら表現してい

るか。 

d: 見通しを持って制作に取り

組み、時間の中で作をより良く

しようとする意欲があるか。 

 

作品 

ワークシート 

アイディアス

ケッチ 

学習の様子 

 

 

う
つ
く
し
い
か
た
ち 

【彫塑】 

◆自然物、人工物をモチーフ

に単純化、抽象化したりしな

がら、オリジナルの形を生み

出すことを理解する。 

◆三次元の表現について理

解する。 

◆彫刻粘土でおおまかな形

を作り、細部の彫り込みの表

現を工夫する。 

◆安全に道具を使用すること

を学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a: 重心やバランス、動きなど

を生かして全体のイメージ

を大切にしながら主題を生

み出し、表現を追求すること

ができるか。 

b: 喜怒哀楽などの感情から形

を考えたりしながら、発想や構

想を深めているか。 

c: 意図に応じて表現方法を創

意工夫し、材料や用具の特性を

生かして表現しているか。 

d: 見通しを持って制作に取り

組み、時間の中で作をより良く

しようとする意欲があるか。 

 

作品 

ワークシート 

アイディアス

ケッチ 

学習の様子 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d: 鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


